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未来創薬・医療イノベーション拠点形成

先端メディカルハブ

疾患関連タンパク質
構造解析ハブ

フォトン・ポジトロンハブ

次世代ポストゲノム創薬ハブ

未来創薬イノベーション拠点

塩野義製薬塩野義製薬

日立製作所日立製作所

未来医療イノベーション拠点

塩野義
運営委員会

日立
運営委員会

北海道大学北海道大学
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基礎研究 死の谷

応用研究
製品開発

ダーウィンの海

ビジネス
展開

１年～１０年 １２年～１６年（１０００億円）

新薬標的分子の探索

独創技術の開発

新薬の種

を発見

育成

改良

新薬の

誕生

臨床

試験

死の谷とダーウィンの海
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基礎研究 死の谷

応用研究

ダーウィンの海

シオノギ創薬イノベーションセンターの試み

北海道大学構内に設立（２００８年）

死の谷に橋を架ける
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シオノギ創薬イノベーションセンターの設立

z 国立大学法人の敷地内に民間企業としては初めての本格的な
産学協同研究施設

z 大学で生まれた技術の「種」を「未来創薬」へ結びつけるための
橋渡し研究を行う

z 北海道大学，日立製作所と共同で進めている振興調整費
「未来創薬・医療イノベーション拠点形成」事業の拠点

調印式（2006年10月5日） 安全祈願祭（2007年6月21日） 開所式（2008年5月30日）
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大学 市場

基礎研究 製品化・実用

z大学と製薬企業の緊密化
大学の萌芽的研究へのアクセスが容易

企業にはない発想、鬼才との遭遇

実績のない領域への参入促進

異質なものとの融合

大学の資源の活用

z出る杭を伸ばせるフラットな組織（スモールユニット）
z充実した研究環境

創薬イノベーションセンターの目指す姿
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双方向に進む人材育成
シオノギの応用科学における専門的な
知識，経験を身近に体験することで，創
薬科学に精通した大学研究者を育成

北海道大学の萌芽的な研究に触れ
ることにより，独創的な企業研究者
を育成

ランチョンセミナー大学院共通授業科目「創薬科学特別講義」
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シオノギ創薬イノベーションセンターの構造

シオノギエリア 共用エリア 北大エリア

産学連携の推進．互いの顔が
見える真の連携を！

共用エリアでは日常的に研究
員が相互に交流

シオノギエリア内での大学院学
生への指導や，北大エリア内で
の塩野義研究員が受ける指導
を通して大学・企業双方の専門
的な知識・経験の有機的な融
合を図る


